








































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
奥山千鶴子さん～「びーのびーの」の活動から
　最後に、横浜市港北区における親子のひろば「びー
のびーの」を出発点に、各地で地域子育て支援のネッ
トワークを広げてきた、奥山千鶴子さんからご報告を
いただいた。奥山さんは自ら横浜で子育てを始め、
「子育て通信」づくりや親子の居場所の問題に取り組
む中で、行政と親たちの間のギャップを埋めようと
様々な活動を開始したという。まず親たちが必要とし
ている幼稚園・保育園の情報を掲載したガイドを作成
したり、お互いの孤立感・不安感を共有し合う中で、
特に乳幼児をもった親子の居場所をつくることが課題
となってきた。そのため商店街の空き店舗を利用した
親子の広場「びーのびーの」をつくり、NPO法人を
立ち上げ、当事者である親たち自身が運営する場所と
して育ててきた過程が報告された。
　「びーのびーの」の活動は全国的にも注目され、国
の「つどいの広場事業」のモデルとなり、当時28カ所
しかなかった乳幼児の親子の居場所も、現在では1500
カ所にも広がっている。そうした広がりの中でネット
ワークづくりや、新たな担い手を育てる研修も必要と
なり、現在では親たちをファシリテーター・コーディ
ネーターとして成長させていく学びの場にも創ってい
るという。また学生のボランティアの受け入れも積極
的に行なっており、携帯メールマガジンや訪問事業な
ども活用して、幅広いネットワークを形成してきた。
奥山さんはこうした活動を、循環するつながりのでき
る環境づくりのために、地域や行政を巻き込んだ支え
合いのシステムとして、社会全体で取り組んでいく必
要性を強調された。
討議とまとめ
　前半の報告を踏まえて、あらためて三名の報告者の
方から、フロアからの質問に応える形でコメントをい
ただいた。秋田さんからは子育てを古代インドの「林
住期」にたとえて、あえて世俗のつながりを断ち切る
ことで新たな視点を獲得する、学び直し・生き直しの
場としてとらえてはどうかという提案がなされた。梅
田さんは「こども芸術大学」の経験から、親たちが子
どもに寄りそう中で、子どもたちから学ぶことで、現
在の子育ての問題がみえてくるのではないかと述べた。
また奥山さんはこれからの課題として、さらに地域と
の連携を深めることを挙げ、主任児童員の研修や地域
の子育てサロンに出向くなどの活動を始めていること
が報告された。
　最後に本研究科の桑原知子教授が、それぞれの発言
を受けて「元気になった」と述べたうえで、「子育て
の危機に迫る」というテーマについて改めて問題提起
された。桑原教授は子育てを一方向ではなく相互の
「関係」としてとらえ直すこと、その問題や原因だけ
を切り出すのではなく「つながり」を直視することが
大切ではないかと述べた。そのために今回の報告には、
固定した境界や役割設定を越えて、子ども本人の力を
引き出す資源を見つけていくヒントがあったのではな
いかとされた。本センターでこのような「子育て」を
正面から取り上げたシンポジウムは初めてであり、い
ずれの報告も実践に根ざした深い考察として、セン
ターにとっても有意義な学びの場となった。教育の現
場で生起する問題に領域を越えたアプローチを目指す
ための「コラボレーション」を、今後もさらに継続し
ていくための出発点としたい。
（文責：吉田　正純）
